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子
育
て
が
始
ま
る
と
、
母
は
「
当

た
り
前
」
だ
が
、
父
だ
と
「
大
絶
賛

の
嵐
」
な
こ
と
が
あ
り
、
不
思
議
で

し
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
言
葉
に

出
会
い
、
得
心
し
た
も
の
の
、
そ
の

感
覚
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
の
で
夫
に

は
理
解
を
え
ら
れ
ず
、
モ
ヤ
モ
ヤ
が

積
も
る
。
本
書
で
は
そ
の
言
語
化
、

お
よ
び
、
行
動
の
指
針
が
書
い
て
あ

る
。
２
人
の
幼
い
息
子
を
持
つ
自
分

に
は
、
新
た
な
目
標
が
加
わ
っ
た
。

そ
し
て
「
こ
れ
か
ら
の
男
の
子
た

ち
」
は
本
書
を
読
ん
で
ど
う
感
じ
る

の
か
知
り
た
い
。

　

圧
倒
的
な
独
創
性
と
そ
れ
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
る
世
界
観
。
本
作
を
形

容
す
る
に
は
、
こ
の
一
文
だ
け
で
足

< アンケート特集 >

２０２０年に印象に残った本
　公民館図書室利用者・講座参加者の方に、

「今年印象に残った本」アンケートに答えていただきました。

皆さんのおすすめの本をご紹介します。

り
る
ほ
ど
、
彼
が
創
り
上
げ
る
世
界

は
美
し
い
。
年
端
も
い
か
な
い
二
人

の
少
年
が
異
世
界
で
「
怪
物
」
と
対

峙
す
る
と
い
う
少
々
あ
り
ふ
れ
た
設

定
で
は
あ
る
が
、
乙
一
さ
ん
の
独
創

性
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
、
そ
の

世
界
を
唯
一
無
二
な
も
の
へ
と
昇
華

さ
せ
て
い
る
。
私
達
も
無
意
識
の
う

ち
に
「
怪
物
」
を
生
み
出
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
？
そ
う
思
わ
せ
る
ほ

ど
彼
の
世
界
観
は
求
心
的
だ
。

　

こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
、
ど
ん

な
物
語
か
想
像
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

主
人
公
が
、
新
米
ピ
ア
ノ
調
律
師
と

し
て
、
日
々
葛
藤
す
る
姿
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に
は
、

ピ
ア
ノ
本
体
の
状
態
を
維
持
す
る
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
奏

者
が
ど
ん
な
音
を
奏
で
た
い
の
か
を

聴
き
、
出
来
る
限
り
要
望
に
応
え
る
。

自
分
が
目
指
す
「
理
想
の
音
」
と
は

な
ん
な
の
か
、
何
が
正
解
な
の
か
と

調
律
師
と
し
て
苦
難
す
る
姿
に
心
揺

さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　　

①
20
世
紀
前
半
の
ロ
ン
ド
ン
に
住

む
少
女
ペ
ネ
ロ
ピ
ー
が
16
世
紀
の

ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
と
の
間
を
行
き
来

す
る
時
空
を
越
え
た
冒
険
物
語
。
風

景
の
み
な
ら
ず
16
世
紀
の
生
活
道
具

や
暮
ら
し
の
色
、
匂
い
、
音
そ
し
て

花
や
木
や
草
の
い
き
い
き
と
し
た
描

写
が
す
ば
ら
し
い
。
眠
っ
て
い
た
五

感
を
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
た
一
冊
。

　

②
ス
ラ
ヴ
語
学
の
研
究
者
に
よ

る
、
語
学
書
の
書
評
集
（
計
１
０
０

本
）
。
苦
痛
の
語
学
で
は
な
く
文
学

と
同
じ
よ
う
に
感
動
で
き
、
目
の
前

に
新
し
い
世
界
を
見
せ
て
く
れ
る
語

学
書
た
ち
を
愛
を
こ
め
て
紹
介
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
で
当
面
は
旅
に
も
出

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
な

お
何
か
新
た
な
、
コ
ト
バ
を
勉
強
し

て
み
た
く
な
っ
た
。

『
こ
れ
か
ら
の

         

男
の
子
た
ち
へ
』

 

太
田
啓
子
（
大
月
書
店
）

 

山
岸 

佳
子

『
僕
の
つ
く
っ
た
怪
物
』

 
乙
一
（
集
英
社
）

 
原
田 

壮

『
羊
と
鋼
の
森
』

 

宮
下
奈
都
（
文
藝
春
秋
）

 

初
鹿　

勇
成

①
『
時
の
旅
人
』 

 

 

ア
リ
ソ
ン
・
ア
ト
リ
ー
・
松
野
正
子
訳

 

（
岩
波
少
年
文
庫
）

②
『
寝
る
ま
え
５
分
の
外
国
語
』 

 

 

黒
田
龍
之
助
（
白
水
社
）

 

森
島 

麻
衣
子



（２）図書室月報 2021 年 (令和３年 )1 月

　

詐
話
症
、
英
語
でM

e
n
d
a
c
i
t
y

と

云
う
。
こ
の
種
の
病
は
洋
の
東
西
を

問
わ
ぬ
ら
し
い
。
村
松
梢
風
は
女
遍

歴
の
激
し
い
人
で
あ
っ
た
。
名
声
定

ま
る
頃
彼
は
鎌
倉
に
邸
宅
を
構
え

た
。
伴
に
住
ん
だ
の
は
書
名
の
由
来

と
な
る
愛
人
で
あ
っ
た
。
一
方
著
者

は
本
妻
の
孫
に
あ
た
る
が
、
何
故
か

彼
女
と
の
交
流
を
絶
や
し
て
は
い
な

か
っ
た
。
だ
が
そ
こ
で
聞
か
さ
れ
る

の
は
す
さ
ま
じ
い
と
い
う
べ
き
身
の

上
話
で
あ
っ
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
数
学
科
修
了
后
都
内
有
名
予
備

校
講
師
を
し
て
い
た
等
々
。
当
然
筆

者
に
？
が
灯
る
が
、
悪
び
れ
ぬ
物
云

い
に
肯
づ
い
て
も
し
ま
う
。
だ
が
そ

れ
ら
が
真
赤
な
嘘
で
あ
る
こ
と
の
わ

か
る
日
が
来
る
。
彼
女
が
亡
く
な
っ

て
后
通
夜
の
席
で
の
身
内
と
の
語
ら

い
に
よ
る
。
当
然
著
者
も
何
が
彼
女

を
そ
こ
迄
駆
り
立
て
た
か
を
考
え
る
。

し
か
し
最
后
は
読
者
に
任
せ
る
と

い
っ
た
風
で
あ
る
。

　

中
に
は
心
に
ホ
ッ
と
す
る
も
の
を
覚

え
る
人
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

時
代
は
近
未
来
、
日
本
は
鎖
国
下

に
あ
り
、
東
京
で
は
土
壌
汚
染
が
進

ん
で
い
る
。
燃
料
不
足
で
車
も
電
車

も
走
っ
て
い
な
い
。
老
人
は
矍
鑠
と

し
て
い
る
が
子
供
達
は
皆
微
熱
が
あ

り
歩
行
困
難
だ
。
主
人
公
「
無
名
」

は
子
供
代
表
と
し
て
国
際
的
研
究
所

で
医
療
を
受
け
る
事
と
な
る
。
果
た

し
て
彼
は
日
本
の
未
来
に
光
明
を
灯

す
「
献
灯
使
」
と
な
り
得
る
の
か
。

放
射
能
汚
染
で
文
明
が
後
退
し
た
未

来
を
描
き
警
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
国
立

出
身
の
女
性
作
家
で
す
。
恐
く
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
物
語
で
し
た
。

　　

取
材
さ
れ
る
側
に
身
を
置
き
、
そ

の
結
果
に
一
喜
一
憂
し
て
い
た
者
と

し
て
興
味
深
く
読
め
た
。
そ
し
て
、

取
材
す
る
側
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
行
動
し
て
い
る
か
を
、
伺
い
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
筆
者
は
、
一
橋
大

学
法
学
部
卒
、
現
在
は
朝
日
新
聞
社

編
集
委
員
で
あ
り
、
社
会
福
祉
士
。

　

首
相
官
邸
取
材
の
経
験
か
ら
、
社

会
保
障
の
制
度
・
政
策
が
「
権
力
闘

争
の
材
料
」
の
一
つ
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
裏
側
が
書

か
れ
て
い
て
、
と
て
も
参
考
に
な
る

と
共
に
、
少
し
疑
問
も
覚
え
た
。

　

現
代
の
全
体
主
義
を
と
り
上
げ
、

克
服
す
る
新
哲
学
を
示
す
。

　

マ
ル
ク
ス
・
ガ
ヴ
リ
エ
ル
は
新
実

在
論
で
、
中
島
は
東
洋
哲
学
の
「
礼
」

と
弱
い
規
範
の
複
合
論
で
克
服
。

　

欲
望
の
自
由
資
本
主
義
と
そ
れ
か

ら
生
れ
る
権
力
と
し
て
の
全
体
主
義

を
人
間
主
義
へ
と
変
容
す
る
方
法
を

提
起
し
ま
す
。
倫
理
的
消
費
や
倫
理

的
世
界
を
求
め
豊
か
な
自
然
を
と
り

も
ど
す
実
践
を
求
め
ま
す
。

　

新
観
念
哲
学
の
理
念
と
異
論
を
排

除
し
な
い
多
様
な
存
在
を
認
め
、
連

帯
と
希
望
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

未
だ
衰
え
ぬ
新
型
コ
ロ
ナ
。
た
く

さ
ん
の
本
が
だ
さ
れ
た
。
紹
介
す
る

本
以
外
に
も
『
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を

生
き
る
』
（
岩
波
）
村
上
陽
一
郎
、

『
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
』
（
文
春
）
大
野

和
基
編
、
『
人
類
と
病
』
（
中
公
）
詫

摩
佳
代
等
多
く
の
好
著
が
あ
る
。
カ

ミ
ュ
の
『
ペ
ス
ト
』
は
不
条
理
な
世

界
の
生
死
に
つ
い
て
哲
学
的
考
察
を

に
じ
ま
せ
な
が
ら
惨
事
を
描
い
た
。

本
書
は
一
六
六
五
年
ロ
ン
ド
ン
で
猛

威
を
ふ
る
っ
た
ペ
ス
ト
流
行
時
の
市

民
や
行
政
当
局
の
動
き
な
ど
、
可
能

な
限
り
の
資
料
を
駆
使
し
て
当
時
の

状
況
を
記
述
し
た
。
迫
っ
て
く
る
恐

怖
に
お
び
え
、
逃
げ
惑
い
、
受
け
入

れ
を
拒
否
し
、
街
を
閉
鎖
す
る
姿
は

三
百
五
十
年
へ
た
現
在
で
も
変
わ
ら

な
い
心
情
で
あ
る
。
著
者
の
凄
さ
は
、

感
染
経
路
や
病
状
、
パ
ニ
ッ
ク
に

陥
っ
た
状
態
を
、
冷
静
に
淡
々
と
、

客
観
的
姿
勢
で
ペ
ス
ト
が
蔓
延
し
て

い
く
数
字
と
と
も
に
記
す
。
狂
信
的

な
無
謀
な
行
動
や
無
神
論
者
の
絶
望

的
な
行
動
に
つ
い
て
も
批
判
す
る
。

　

特
効
薬
と
称
す
る
如
何
な
る
薬

も
、
根
源
的
な
薬
を
調
合
し
た
も
の

で
予
防
か
毒
消
し
か
と
の
指
摘
は
鋭

く
印
象
に
残
っ
た
。

　

陸
自
元
師
団
長
の
二
見
氏
と
、
元

自
衛
隊
員
で
弾
道
学
に
詳
し
い
照
井

氏
の
対
談
。
世
界
の
ラ
イ
フ
ル
の
銃

弾
は
、
小
型
弾
か
ら
一
昔
前
の
サ
イ

ズ
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
小
型
弾
の
「
死

の
間
合
い
」
の
外
か
ら
の
長
距
離
射

撃
を
可
能
に
し
、
小
型
で
な
い
分
製

造
も
容
易
。
光
学
式
照
準
器
も
標
準

装
備
。
が
、
自
衛
隊
が
い
ま
だ
小
型

弾
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
警
鐘
を

鳴
ら
す
本
で
す
。
コ
ト
弾
丸
の
口
径

一
つ
で
、
こ
こ
ま
で
戦
闘
の
在
り
様

が
実
際
に
変
わ
り
、
そ
れ
を
語
り
得

る
も
の
か
と
驚
き
の
内
容
で
し
た
。

　

か
く
し
ゃ
く

『
献
灯
使
』 

 

 

多
和
田
葉
子
（
講
談
社
文
庫
）

 
 

三
好 

洋
子

『
鎌
倉
の
お
ば
さ
ん
』

 

村
松
友
視
（
新
潮
社
）

 

向
井 

誠
一

『
「
高
齢
ニ
ッ
ポ
ン
」
を

       

ど
う
捉
え
る
か
』 

 

    

浜
田
陽
太
郎
（
勁
草
書
房
）

　 
 

宮
武　

光
吉

『
弾
丸
が
変
え
る

 

現
代
の
戦
い
方
』 

 

 

二
見
龍
、
照
井
資
規

 

（
誠
文
堂
新
光
社
）

 
 

新
田 

雅
司

『
ペ
ス
ト
』 

 

 

ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
作

 

平
井
正
穂
訳
（
中
央
公
論
文
庫
）

 
 

大
井 

利
雄

『
全
体
主
義
の
克
服
』

 

（
集
英
社
新
書
）

『
新
実
存
主
義
』

 

（
岩
波
新
書
）

 

マ
ル
ク
ス
・
ガ
ヴ
リ
エ
ル

 

中
島
隆
博

 

唐
木　

紀
介
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こ
の
本
は
、
地
名
か
ら
想
起
す
る

世
界
を
描
く
エ
ッ
セ
イ
集
で
、
い
ろ

い
ろ
な
地
名
が
登
場
し
ま
す
。
例
え

ば
瑞
穂
町
の
「
箱
根
ヶ
崎
」。
箱
根
と

は
、
根
は
峰
を
意
味
し
「
箱
の
よ
う

な
山
」
。
有
名
な
箱
根
の
山
が
箱
に

見
え
る
か
不
明
で
す
が
、
こ
ち
ら
の

「
箱
根
ヶ
崎
」
は
狭
山
丘
陵
の
南
西

の
外
れ
で
箱
に
見
え
そ
う
で
す
。
梨

木
香
歩
は
独
特
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
世

界
が
楽
し
い
作
家
で
、
以
前
の
旅
や

ま
だ
知
ら
な
い
土
地
に
思
い
を
は
せ

て
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
旅
を
楽
し
ん
だ

一
冊
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
野
の
国
際
子
ど
も
図
書
館
は
か

つ
て
帝
国
図
書
館
だ
っ
た
。
今
で
も

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
内
装
と
階
段
室
は
当

時
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。

　

本
書
で
は
擬
人
化
さ
れ
た
帝
国
図

書
館
が
樋
口
一
葉
に
恋
を
し
た
り
、

戦
時
下
に
は
動
物
園
で
の
猛
獣
毒
殺

を
間
近
に
聞
い
た
り
も
す
る
。

　

帝
国
図
書
館
の
取
材
を
進
め
る
う

ち
に
、「
わ
た
し
」
は
図
書
館
の
歴
史

と
共
に
、
上
野
公
園
と
戦
争
孤
児
の

戦
後
史
も
知
る
こ
と
に
な
る
。

　

富
国
強
兵
の
一
環
と
し
て
設
立
さ

れ
た
図
書
館
だ
が
、
戦
争
の
た
び
に

戦
費
優
先
で
金
欠
に
悩
む
様
子
が
興

味
深
か
っ
た
。

　

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
、

伊
豆
の
天
城
山
で
、
大
学
生
男
女
の

心
中
事
件
が
あ
つ
た
（
「
天
城
心
中
」

と
呼
ば
れ
る
）
。
そ
の
二
人
の
書
簡

を
纏
め
た
本
で
あ
る
（
既
に
絶
版
で

中
央
図
書
館
に
も
な
く
、
他
館
か
ら

取
り
寄
せ
て
も
ら
つ
た
）
。

　

旧
満
州
国
皇
帝
の
姪
で
あ
る
愛
新

覚
羅
家
の
令
嬢
と
、
同
級
の
大
学
生

と
の
恋
愛
死
と
い
ふ
事
件
で
あ
り
、

当
時
大
い
に
マ
ス
コ
ミ
を
騒
が
せ
た
。

　

今
読
む
と
、
二
人
と
も
極
め
て
真

面
目
で
高
い
精
神
的
結
び
つ
き
を
目

指
し
て
ゐ
た
が
、
そ
の
生
ひ
立
ち
や

家
柄
、
血
統
、
係
累
等
の
壁
に
よ
り

周
囲
か
ら
孤
立
し
、
ま
た
若
さ
故
の

思
ひ
込
み
や
短
慮
で
死
に
到
つ
た
こ

と
が
窺
は
れ
る
。

　

昭
和
の
一
悲
劇
で
あ
ら
う
。
読
後

に
尾
を
ひ
く
本
で
あ
る
。

　

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
他
人

事
の
よ
う
に
済
ま
せ
て
い
た
が
、
こ

れ
を
読
ん
で
ぐ
っ
と
身
近
に
感
じ

た
。
テ
ヘ
ラ
ン
の
大
学
で
文
学
を
教

え
る
女
性
教
育
者
が
、
空
爆
や
当
局

の
監
視
の
目
を
盗
み
な
が
ら
女
生
徒

ら
と
ロ
シ
ア
の
反
体
制
作
家
や
欧
米

の
代
表
作
な
ど
を
自
宅
に
潜
み
な
が

ら
学
び
合
う
。
ま
た
、
サ
ヘ
ル
・
ロ
ー

ズ
は
、
ま
さ
に
こ
の
空
爆
の
生
き
残

り
で
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
て
日
本

で
暮
ら
す
。
そ
れ
は
『
i
』
の
主
人

公
と
重
な
り
、
『
敦
煌
』
を
深
読
み

す
る
テ
レ
ビ
番
組
で
は
王
女
に
扮
し

て
井
上
靖
の
意
図
を
汲
ん
で
い
た
。

一
貫
し
て
宗
教
や
民
族
の
壁
を
越
え

た
人
間
、
そ
の
生
き
る
尊
さ
を
伝
え

て
い
る
。

　

仕
事
を
辞
め
た
こ
と
も
あ
り
、
一

年
間
沢
山
の
本
を
読
ん
だ
。
中
で
も

印
象
に
残
っ
た
の
は
阿
刀
田
高
編
集

「
松
本
清
張　

短
篇
集
」
で
あ
る
。

　

短
編
で
あ
る
こ
と
か
ら
ス
ト
ー

リ
ー
が
簡
潔
だ
が
、
時
代
の
猥
雑
な

臭
い
を
感
じ
さ
せ
る
。
戦
後
な
が
ら

の
犯
罪
、
必
然
性
の
あ
る
ト
リ
ッ

ク
、
ド
ン
デ
ン
返
し
、
納
得
の
結
末
。

面
白
か
っ
た
。
松
本
清
張
が
パ
ソ
コ

ン
で
デ
ー
タ
を
拾
い
防
犯
カ
メ
ラ
を

利
用
し
て
携
帯
電
話
を
駆
使
し
た

ら
、
ど
ん
な
作
品
を
書
い
た
の
だ
ろ

う
か
？
興
味
が
尽
き
な
い
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
て
七

五
年
、
な
か
で
も
ナ
チ
ズ
ム
と
共
産

主
義
体
制
の
生
き
残
り
を
賭
け
て
の

独
ソ
戦
は
空
前
の
規
模
の
総
力
戦
と

な
っ
て
、
人
的
被
害
だ
け
で
も
ソ
連

約
二
七
〇
〇
万
人
、
ド
イ
ツ
約
八
〇

〇
万
人
の
凄
滲
な
も
の
と
な
っ
た
。

今
迄
戦
記
等
多
数
出
て
い
る
が
、
美

化
歪
曲
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
著
者

は
公
文
書
や
資
料
等
の
公
開
、
発
掘

が
進
ん
だ
現
状
で
、
新
し
い
認
識
の

下
に
、
当
時
の
世
界
情
勢
を
踏
ま
え

て
主
な
会
戦
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

如
何
な
る
場
合
も
聖
戦
な
ど
有
り

得
な
い
と
思
う
。

か
く
ら

あ
い
し
ん

『
夢
見
る
帝
国
図
書
館
』

 

中
島
京
子
（
文
藝
春
秋
社
）

 

中
井　

あ
つ
し

『
松
本
清
張

小
説
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

短
篇
集
Ⅰ
』

 　

阿
刀
田
高
編
集
（
中
央
公
論
社
）

 

猪
爪　

恵
美
子

『
風
と
双
眼
鏡
、
膝
掛
け
毛
布
』

 

梨
木
香
歩
（
筑
摩
書
房
）

 

金
森　

匡
子

『
わ
れ
御
身
を
愛
す
』

 

穂
積
五
一
・
木
下
明
子
編

 

（
鏡
浦
書
房
）

 

武
内　

法
行

『
テ
ヘ
ラ
ン
で
ロ
リ
ー
タ
を
読
む
』　

ア
ー
ザ
ル
・
ナ
フ
ィ
ー
シ―

（
白
水
社
）

『
戦
場
か
ら
女
優
へ
』　

  

サ
ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ
（
文
藝
春
秋
）

『
ⅰ
（
ア
イ
）
』

 

西
加
奈
子
（
ポ
プ
ラ
文
庫
）

『
敦
煌
』

 

井
上
靖
（
新
潮
文
庫
）

 

清
水　

正
行

『
独
ソ
戦

 

絶
滅
戦
争
の
惨
禍
』

 

大
木
毅
（
岩
波
書
店
）

 

松
本　

良
一
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コ
ロ
ナ
禍
で
一
番
淋
し
さ
を
感
じ

た
事
は
、
旅
行
に
行
け
な
い
事
だ
っ

た
。
計
画
し
た
旅
行
を
取
り
止
め
落

ち
こ
ん
で
い
た
時
に
こ
の
本
に
出

会
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
が
面
白
か
っ
た
。

　

ひ
と
月
に
一
度
ど
こ
か
の
県
を
訪

れ
巡
っ
た
著
者
の
、
旅
エ
ッ
セ
イ
。

掛
か
っ
た
交
通
費
や
食
事
代
、
拝
観

料
や
食
べ
た
物
（
名
物
と
書
か
な
い

と
こ
ろ
が
こ
の
本
の
ミ
ソ
）、
買
っ
た

土
産
も
載
っ
て
い
て
参
考
に
な
る
。

ま
る
で
自
分
も
各
地
を
巡
っ
て
旅
を

し
て
い
る
様
な
気
分
で
、
と
て
も
楽

し
く
読
み
進
め
た
。

　

共
働
き
で
お
子
さ
ん
も
い
る
の
に
、

家
事
を
99
％
し
て
い
る
と
言
う
友
人

の
す
す
め
で
読
ん
で
み
ま
し
た
。

　

仕
事
術
の
プ
ロ
で
あ
る
経
済
評
論

家
の
著
者
が
、
一
年
以
上
を
か
け
て

「
仕
事
の
ス
キ
ル
を
全
力
投
入
し
て

家
事
を
超
効
率
化
」
し
た
内
容
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
「　

」
は
抜
粋
。

　

勝
間
さ
ん
す
ご
い
！

　

勝
間
さ
ん
あ
り
が
と
う
！

　

こ
の
本
を
読
み
な
が
ら
思
わ
ず
何

度
も
つ
ぶ
や
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

一
読
の
価
値
あ
り
ま
す
！

　

①
は
作
者
の
長
年
の
経
験
か
ら

「
文
章
と
は
何
か
」「
文
章
の
上
達
法
」

「
文
章
の
要
素
」
の
三
章
か
ら
示
し

た
読
本
。
②
は
「
美
は
物
体
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
物
体
と
物
体
と
の
作

り
出
す
陰
翳
の
あ
や
」
と
考
え
、
家

屋
や
暮
ら
し
に
う
す
暗
さ
を
取
り
入

れ
た
効
果
を
例
に
と
り
上
げ
て
解
説

し
て
い
る
。
今
秋
谷
崎
作
品
を
読
む

に
あ
た
り
、
①
、
②
の
本
を
再
度
読
み

返
す
こ
と
に
よ
っ
て
①
で
は
小
説
を

読
み
解
く
ヒ
ン
ト
を
、②
で
は
日
本
の

美
の
鑑
賞
眼
を
加
齢
を
経
て
学
び
、

深
ま
っ
た
有
意
義
な
本
で
す
。

　

こ
れ
は
、
古
今
東
西
の
歴
史
上
の

人
間
に
つ
い
て
、
そ
の
最
後
を
描
い

た
本
で
あ
る
。
下
は
十
五
才
か
ら
、

上
は
百
才
以
上
ま
で
、
千
名
近
く
の

人
間
が
登
場
す
る
。
我
々
も
よ
く
知

る
者
も
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
数
を

集
め
た
の
は
驚
異
で
あ
る
。
読
み
進

め
る
う
ち
、
若
年
の
死
、
必
ず
し
も

不
運
不
幸
と
は
限
ら
ず
と
の
思
い
を

強
く
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
長
寿
は
必

ず
病
い
を
伴
な
う
か
ら
で
あ
る
。

　

医
療
の
劇
的
進
歩
と
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
た
今
も
、
人
間
が
悲
劇
的

存
在
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。

　

現
在
も
毎
日
、
放
送
さ
れ
て
い
る

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
。
ネ
ッ
ト
全
盛
の
今
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
な
音
の
ド
ラ
マ
が
輝
き

を
と
り
戻
し
て
い
る
。

　

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
は
、
映
像
ド
ラ
マ

と
ち
が
い
、
カ
メ
ラ
を
指
定
す
る
柱

が
な
い
等
、
脚
本
上
の
書
式
が
異
な

る
。
本
書
は
初
学
者
に
配
慮
し
た
、

実
践
的
な
入
門
書
。

　

一
部
の
ラ
ジ
オ
局
で
は
、
毎
年
、

自
作
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
脚
本
を
一

般
募
集
し
て
い
る
。
受
賞
作
品
は
、

制
作
、
放
送
さ
れ
る
の
で
、
本
書
で

学
ん
だ
成
果
を
実
地
に
試
せ
る
。

　

今
年
亡
く
な
っ
た
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

グ
レ
ー
バ
ー
は
、
政
治
的
腐
敗
と
経

済
的
格
差
の
闇
し
か
見
え
な
い
今
日

に
お
い
て
、
戸
惑
う
ほ
ど
に
明
る
い

可
能
性
を
説
得
力
を
も
っ
て
指
し
示

す
こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
理
論

家
・
活
動
家
の
一
人
だ
っ
た
。
ア
ナ
ー

キ
ズ
ム
と
い
う
思
想
を
プ
ル
ー
ド
ン

で
は
な
く
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
か
ら

導
き
出
そ
う
と
す
る
本
書
で
の
試
み

は
、
「
ウ
ォ
ー
ル
街
を
占
拠
せ
よ
」

と
い
っ
た
社
会
運
動
へ
至
る
実
践
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
し
て
、
今

後
ま
す
ま
す
読
ま
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
知
己
の
あ
る
28
人
へ
の
追

悼
文
が
綴
ら
れ
、
亡
き
人
へ
の
親
し

み
の
あ
る
語
り
口
は
池
内
調
。
最
終

章
で
自
ら
の
死
に
つ
い
て
語
っ
た
。

「
自
分
の
死
を
死
に
た
い
」
と
。
そ
れ

が
究
極
の
自
由
と
。

　

小
四
で
父
、
高
一
で
兄
、
大
学
を

出
た
頃
に
母
を
亡
く
し
た
。
そ
れ
故
、

死
に
対
し
て
は
醒
め
て
い
た
。
テ
レ

ビ
も
パ
ソ
コ
ン
も
持
た
ず
周
回
遅
れ

の
人
生
を
楽
し
ん
だ
。…

…

そ
し
て

そ
の
前
夜
「
救
急
車
を
呼
び
病
院
へ

行
き
ま
し
ょ
う
か
」
と
促
し
た
夫
人

を
制
し
て
、
静
か
に
二
階
の
寝
室
に

向
い
、
再
び
起
き
る
こ
と
は
無
か
っ

た
。
同
時
代
に
生
き
た
仲
間
で
あ
る
。

　

『
４
７
都
道
府
県

         

女
ひ
と
り
で

              

行
っ
て
み
よ
う
』

 
益
田
ミ
リ
（
幻
冬
舎
）

 
上
野 

千
晴

『
人
間
臨
終
図
巻
』

 

上
下
二
巻 

 

 

山
田
風
太
郎
（
徳
間
書
店
）

 
 

松
山 

実

『
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
人
類
学

 

の
た
め
の
断
章
』

 

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ
ー
バ
ー

 

高
祖
岩
三
郎
訳
（
以
文
社
）

 
 

 

宇
佐
美 

理

『
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ

 

脚
本
入
門
』

 

北
阪
昌
人
（
映
人
社
）

 
鍛
冶 

勝

『
勝
間
式

     

超
ロ
ジ
カ
ル
家
事
』

 

勝
間
和
代

    

（
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
出
版
）

 

涌
井 

明
子

①
『
文
章
読
本
』（
中
央
公
論
社
）

②
『
陰
翳
礼
讃
』（
中
公
文
庫
）

 

谷
崎
潤
一
郎

 
 
関 

美
智
子

『
亡
き
人
へ
の

 

レ
ク
イ
エ
ム
』

 

池
内
紀
（
み
す
ず
書
房
）

　 

猪
原 

康
一
郎



大
井
　
利
雄

　

心
中
事
件
を
起
し
た
東
郷
青
児
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
周
囲
の
女

性
と
の
自
由
奔
放
な
恋
模
様
を
描
い
た
。
パ
リ
か
ら
帰
朝
の
洋
画

家
湯
浅
譲
二
の
語
り
で
運
ば
れ
る
み
ず
み
ず
し
い
恋
愛
冒
険
小
説

と
も
い
え
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
宇
野
千
代
が
、
青
児

か
ら
聞
き
だ
し
、
彼
女
自
身
の
美
貌
と
華
麗
奔
放
な
男
性
関
係
、

美
へ
の
目
利
き
の
凄
さ
、
思
っ
た
ら
す
ぐ
行
動
力
に
移
す
天
性
の

自
由
な
生
き
方
が
基
本
に
あ
る
。

　

千
代
と
青
児
は
同
じ
一
八
九
七
年
生
ま
れ
、
事
件
は
一
九
二
九

年
で
、
同
棲
生
活
は
取
材
で
訪
れ
た
年
か
ら
三
四
年
ま
で
続
く
。

『
色
ざ
ん
げ
』
は
三
三
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
執
筆
。
事
件
当

時
尾
崎
士
郎
と
の
別
れ
の
話
も
進
行
し
て
い
た
。

　

昭
和
初
期
の
風
俗
描
写
の
古
さ
の
中
で
、
主
人
公
た
ち
は
時
代

を
先
行
し
た
新
鮮
さ
を
も
ち
現
在
で
も
通
じ
す
る
心
理
で
は
な
か

ろ
う
か
。
巴
里
帰
り
の
社
交
的
で
モ
ダ
ン
な
男
性
は
、
通
常
の
女

性
と
し
て
は
高
尾
、
つ
ゆ
子
、
と
も
子
の
ご
と
く
憧
れ
の
的
だ
っ

た
が
、
妻
の
ま
つ
代
に
と
っ
て
は
、
待
た
せ
て
お
い
て
憤
懣
や
る

方
な
い
だ
ろ
う
。
青
児
に
対
す
る
親
の
考
え
は
、
両
家
で
倫
理
観

が
違
う
。

　

平
明
な
言
葉
で
、
明
る
く
、
次
の
展
開
が
ど
う
な
る
か
わ
く
わ

く
さ
せ
、
行
替
え
も
な
く
、
緊
張
感
を
も
っ
て
ぐ
い
ぐ
い
読
ま
せ

る
筆
力
は
凄
い
。

  

心
理
描
写
は
、
自
己
体
験
を
重
ね
て
、
青
児
か
ら
そ
の
深
層
心

宇
野
千
代 

著　

『
色
ざ
ん
げ
』

　
　
　

—

自
己
体
験
を
重
ね
る
恋
愛
冒
険
小
説—

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
か
ら

理
を
聞
き
だ
し
紡
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

譲
二
の
つ
ゆ
子
へ
の
執
念
、
自
宅
の
監
視(

今
風
の
ス
ト
ー

カ
ー)

。
小
田
原
か
ら
強
羅
へ
嵐
の
雨
中
を
つ
い
て
車
で
の
別
荘
訪

問
は
、
宇
野
千
代
の
一
途
に
思
い
詰
め
た
ら
突
っ
走
る
姿
と
重
な
る
。

　

山
田
詠
美
の
評
「
こ
の
作
品
に
流
れ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で

乾
い
た
通
奏
低
音
な
の
で
す
」〝
フ
ラ
ン
ス
風
の
洒
落
た
雰
囲
気

が
漂
う
〟
に
納
得
す
る
。

〈
私
の
書
い
た
も
の
の
中
で
一
番
面
白
い
〉

　

中
央
公
論
社
版
『
色
ざ
ん
げ
』
発
刊
か
ら
四
十
二
年
を
経
て
、『
宇

野
千
代
全
集
』
の
「
あ
と
が
き
」
に
、
宇
野
千
代
は
次
の
よ
う
に

書
く
。

　

「
青
児
と
五
六
年
の
間
、
一
緒
に
暮
し
て
い
た
私
は
、
そ
の
話

を
た
ま
に
青
児
か
ら
聞
く
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
も
と
に
、
自

分
流
に
一
つ
の
物
語
に
し
た
。
一
緒
に
暮
し
て
い
る
男
の
、
世
に

も
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
話
を
小
説
に
し
た
り
し
た
自
分
の
こ
と
を
、

私
は
い
ま
も
考
え
る
。
ま
た
そ
の
話
を
私
に
し
て
く
れ
た
と
き
の
、

東
郷
の
気
持
も
考
え
る
。
若
か
っ
た
頃
の
、
或
る
時
期
の
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
い
ま
は
、
東
郷
に
対
し
て
、
或
る
感
謝
に
似
た
気
持

ち
を
抱
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
の
書
い
た
も
の
の
中
で
、
一
番

面
白
い
、
と
言
う
の
が
世
評
で
あ
る
こ
と
も
、
皮
肉
で
は
な
い
か

と
思
う
」。

〈
取
材
の
動
機
と
同
棲
生
活
へ
〉

　

『
報
知
新
聞
』
に
連
載
中
の
「
罌
粟
は
な
ぜ
紅
い
」（
中
央
公
論

社
、
一
九
三
〇
発
刊
）
に
ガ
ス
自
殺
の
場
面
を
書
き
た
く
て
、
取

材
を
目
的
に
大
森
の
酒
場
「
白
夜
」
で
会
う
。
誘
わ
れ
て
そ
の
ま

ま
タ
ク
シ
ー
で
東
郷
の
家
に
行
き
、
一
晩
を
過
ご
し
、
翌
朝
、
蒲

団
を
畳
も
う
と
し
て
、
そ
こ
に
お
び
た
だ
し
い
血
痕
と
血
糊
が
固

ま
っ
た
あ
と
を
見
出
す
。
そ
れ
を
見
て
も
、
怖
い
と
も
逃
げ
出

そ
う
と
も
思
わ
ず
、
そ
の
ま
ま
居
着
い
て
し
ま
っ
た
。

〈
聞
く
こ
と
が
書
く
こ
と
で
あ
る
〉

　

東
郷
青
児
が
亡
く
な
っ
て
二
年
後
、「
そ
れ
は
刃
物
が
導
い
た

―
―

『
色
ざ
ん
げ
』
追
記
（『
新
潮
』
昭
和
五
五
年
九
月
号
）
に

書
い
た
と
き
の
気
持
ち
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

か
っ
て
作
者
で
あ
る
「
私
」
は
「
一
言
も
聞
き
違
へ
る
こ
と
な

く
、
精
神
を
集
中
し
て
当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
に
と
つ
て

は
聞
く
こ
と
が
書
く
こ
と
で
あ
る
」
と
思
い
、
東
郷
は
「
俺
は
こ

の
女
に
よ
つ
て
自
分
を
再
現
す
る
の
だ
。
俺
は
話
す
こ
と
に
よ
つ

て
書
く
の
だ
」
と
思
う
。
文
字
通
り
真
剣
勝
負
の
よ
う
な
「
二
年

間
」
を
経
て
、「
そ
の
間
に
物
語
は
東
郷
の
手
か
ら
離
れ
て
、
凡

て
私
の
手
に
移
つ
て
ゐ
た
。
私
は
自
分
が
こ
の
物
語
を
創
作
し
た

の
で
も
あ
つ
た
か
の
や
う
に
錯
覚
し
て
、
夢
中
で
書
い
た
」。　

　くにたちブッククラブ

―空間を超えて世界と向きあう文学―

小野正嗣 『九年前の祈り』
　　　　　　　　　　　　　　　　　（講談社文庫）

講　師 大野　亮司
 （亜細亜大学 ・ 日本近代文学）

と　き      １月７日（木） 
 夜７時半～９時半
定　員        ３０名
 （今年度申込済の方申込不要）

ところ        公民館 地下ホール
申込先 公民館  ☎（５７２）５１４１

＊今年度のブッククラブは

　 今回が最終回です。

（5） 図書室月報 2021 年 (令和 3 年 )1 月

け　

し



　

「N
O
.
1

に
な
ら
な
く
て
も
い
い 

も
と
も
と
特
別
なO

n
l
y
 

one

」
平
成
で
一
番
の
売
上
を
記
録
し
た
楽
曲
の
歌
い
出
し
で

あ
る
。「
人
と
競
争
す
る
よ
り
も
、
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し

よ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
歌
詞
に
、
多
く
の

人
が
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
歌
詞
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

平
成
時
代
で
は
、
競
争
や
序
列
化
を
で
き
る
だ
け
な
く
し
、
多

様
性
の
尊
重
が
目
指
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
し
ょ
う
が
い

し
ゃ
の
社
会
参
加
が
目
指
さ
れ
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々

に
対
す
る
社
会
の
理
解
も
進
ん
だ
。
こ
れ
ら
は
紛
れ
も
な
く
大

切
な
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
今
日
謳
わ
れ
る
「
個
性
」「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」「
自

分
ら
し
さ
」
と
い
う
言
葉
に
支
配
さ
れ
る
〝
し
ん
ど
さ
〟
も
ま

た
存
在
す
る
こ
と
を
本
書
は
描
き
出
し
て
い
る
。
競
争
を
な
く

す
こ
と
は
、
自
分
の
価
値
を
相
対
的
に
計
る
こ
と
を
難
し
く
し

た
。
性
別
や
学
歴
等
の
社
会
的
な
枠
組
み
が
、(

建
前
の
上
で

は)

緩
や
か
に
な
る
中
で
、
よ
り
生
身
の
〝
私
〟
が
問
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
自
分
の
価
値
や
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
自
分
で
見
い
だ
し
、「
私
は
こ
ん
な
人
間
な
ん

で
す
。」
と
他
者
に
絶
え
ず
表
現
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た

こ
と
を
意
味
す
る
。

　

「
多
様
性
尊
重
時
代
の
中
で
、
自
分
の
価
値
を
探
し
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
そ
ん
な
現
代
人
が
持
つ
〝
し
ん
ど
さ
〟

を
具
現
化
し
た
存
在
こ
そ
、
本
書
の
主
人
公
で
あ
る
堀
北
雄
介

な
の
だ
。
北
海
道
を
舞
台
に
し
た
群
像
劇
の
中
で
、
様
々
な
登

場
人
物
の
視
点
か
ら
、
雄
介
の
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
の
育

図
書
室
の
つ
ど
い

　

「
明
る
い
性
格
」「
外
交
的
な
性
格
」「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
性
格
」…

…

性
格
に
は
色
々
な
表
現
が
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は
自
分
を
ど

ん
な
性
格
と
表
し
ま
す
か
？ 
ま
た
、
そ
の
性
格
を
変
え
た
い
と
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

心
理
学
で
言
う
「
性
格
」
は
信
頼
性
と
妥
当
性
を
大
事
に
し
て
い

て
、
ビ
ッ
グ
・
フ
ァ
イ
ブ
と
呼
ば
れ
る
５
つ
の
性
格
特
性
（
外
向
性
、

神
経
症
傾
向
、
開
放
性
、
協
調
性
、
勤
勉
性
）
を
使
っ
た
調
査
結
果

等
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢

と
と
も
に
人
は
優
し
く
な
る
？
地
域
に
よ
る
特
性
は
あ
る
？
「
成
功
」

で
き
る
性
格
と
は
？
社
会
情
勢
の
影
響
は
あ
る
？
心
理
学
に
よ
る

様
々
な
デ
ー
タ
か
ら
小
塩
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　

「
性
格
」
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
、
今
一
度
自
分
を
見
つ
め
、
よ

り
よ
く
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

〈
小
塩
さ
ん
の
本
〉
表
題
作
（
中
公
新
書
）、「
性
格
が
い
い
人
、
悪

い
人
の
科
学
」（
日
経
プ
レ
ミ
ア
シ
リ
ー
ズ
）
ほ
か

と　

き　

 

１
月
30
日
（
土
）

 

朝
10
時
～
12
時

と
こ
ろ 

公
民
館 

地
下
ホ
ー
ル

定　

員 

40
名
（
当
日
先
着
順
）

申
込
先 

１
月
８
日
（
金
）
朝
９
時
～

＊
発
熱
や
体
調
の
悪
い
方
は
、参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

性
格
と
は
何
か

　

～
よ
り
良
く
生
き
る
た
め
の
心
理
学
～

 

お
話 

小
塩 

真
司 

（
早
稲
田
大
学
）

石
井
　
翔
梧

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
４
回
〉

朝
井
リ
ョ
ウ
著

  

『
死
に
が
い
を
求
め
て

　
　
　
　
　

生
き
て
い
る
の
』

お 

し  

お　

 

あ  

つ  

し

ち
の
過
程
が
描
か
れ
る
。
運
動
会
で
の
棒
倒
し
、
高
校
内
の
学

力
テ
ス
ト
、
ジ
ン
パ
復
活
運
動
、
学
生
自
治
寮
存
続
運
動
、
様
々

な
活
動
に
雄
介
は
の
め
り
込
む
。
立
ち
向
か
う
対
象
を
変
え
な

が
ら
、「
価
値
あ
る
人
間
」「
や
る
べ
き
使
命
を
持
つ
人
間
」
と

し
て
の
自
分
を
周
囲
に
示
す
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
存
在
意
義

を
確
か
め
よ
う
と
苦
闘
し
続
け
る
。「
俺
は
死
ぬ
ま
で
の
時
間

に
役
割
が
欲
し
い
だ
け
な
ん
だ
よ
。」
と
語
る
雄
介
は
、
物
語

終
盤
に
新
た
な
〝
生
き
が
い
〟
に
辿
り
着
く
。

　

作
中
で
の
雄
介
の
姿
を
見
て
、
僕
は
非
常
に
痛
々
し
い
と
感

じ
る
。
し
か
し
、
こ
の
痛
々
し
い
と
い
う
感
情
は
雄
介
に
向
け

ら
れ
た
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
雄
介
を
通
し
て
見
え
る
、
過
去

や
現
在
の
自
分
自
身
の
言
動
に
向
け
ら
れ
た
自
嘲
的
な
も
の
で

あ
り
、
身
近
な
知
人
の
言
動
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。

「
な
ん
か
自
分
は
絶
対
こ
う
は
な
ら
な
い
っ
て
言
い
切
れ
な
い

気
持
ち
悪
さ
も
あ
る
っ
て
い
う
か
。
自
分
の
中
に
も
い
る
ん
で

す
よ
、
堀
北
雄
介
が
。」「
自
分
が
雄
介
で
な
い
人
間
で
あ
る
と

ど
う
し
て
言
い
切
れ
る
の
か
。」
作
中
の
人
物
の
セ
リ
フ
に
同

意
せ
ざ
る
を
得
な
い
自
分
が
い
る
。
平
成
で
十
番
目
に
売
れ
た

曲
の
中
に
は
、「
自
分
ら
し
さ
の
檻
」
と
い
う
歌
詞
が
出
て
く

る
。〝
強
迫
的
に
自
分
を
生
き
て
い
る
〟
部
分
が
あ
る
の
だ
。

雄
介
も
、
他
の
登
場
人
物
も
、
誰
だ
っ
て
そ
う
、
僕
だ
っ
て
そ

う
な
ん
だ
と
思
う
。　
　
　
　
　

（
中
央
公
論
新
社
）

（６）図書室月報 2021 年 (令和 3 年 )1 月

      休 室 期 間
 ２月２日（火）～

 　２月4日（木）まで

図書館システムの更新及び

蔵書点検のため、休室します。

ご理解とご協力をお願いします。

※新聞は、休館日の月曜を除き

　朝９時から夕方５時までの間

　２階事務室前で閲覧できます。
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公民館図書室
休室のお知らせ
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